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G20各国との国際交流プログラム
実施内容：�県（国際交流課）と公益財団法人茨城県国際交流協会が協力して、学校と大使館等との連絡・調整を行

い、児童・生徒と各国の大使館職員・在留外国人が交流するプログラムを企画、実施した。
参加学校：23校（県内各学校から公募（平成31年（2019年）4月23日～令和元年（2019年）6月21日）

学　校 交流相手国 内　容 実施日

県立並木中等教育学校 ベトナム
大使館職員が歴史や文化を紹介、
留学生とのディスカッション

2019.10.24，
2019.11.9

県立藤代高等学校 中国、インドネシア、タイ 留学生とのディスカッション 2019.11.21

龍ケ崎市立長山小学校 アルゼンチン 関係団体が歴史や文化を紹介 2019.12.6

かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校 イタリア 関係団体が歴史や文化を紹介 2019.12.6

守谷市立黒内小学校 ドイツ
守谷市国際交流員（CIR）が歴史
や文化を紹介

2019.12.17

私立東洋大学附属牛久高等学校 ロシア 留学生が歴史や文化を紹介 2019.12.17

水戸市立梅が丘小学校 フランス 関係団体が歴史や文化を紹介 2019.12.18

常陸太田市立太田小学校 フランス 関係団体が歴史や文化を紹介 2019.12.19

石岡市立杉並小学校 EU 代表部職員が歴史や文化を紹介 2019.12.20

県立日立第一高等学校 カナダ 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.1.20

茨城大学教育学部附属中学校 エジプト 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.1.23

桜川市立南飯田小学校 トルコ 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.1.27

県立友部東特別支援学校 トルコ 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.1.27

県立伊奈高等学校 トルコ 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.1.27

大子町立大子中学校 エジプト 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.1.29

私立水戸啓明高等学校 フランス 関係団体が歴史や文化を紹介 2020.1.29

潮来市立牛堀小学校 オーストラリア 関係団体が歴史や文化を紹介 2020.1.30

県立下妻第一高等学校 ドイツ
守谷市国際交流員（CIR）が歴史
や文化を紹介

2020.2.6

つくば市立みどりの学園義務教育学校 イタリア 関係団体が歴史や文化を紹介 2020.2.10（予定）

県立土浦湖北高等学校 セネガル 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.2.27（予定）

土浦市立真鍋小学校 セネガル 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.2.27（予定）

つくば市立吾妻小学校 メキシコ 大使館職員が歴史や文化を紹介 2020.2.28（予定）

ひたちなか市立市毛小学校 ロシア 留学生が歴史や文化を紹介 2020.2.28（予定）
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Chairs’ Statement

This Statement reflects the Chairs' assessment of the broadly shared views of G20 Trade Ministers 
as expressed during discussions at the G20 Ministerial Meeting on Trade and Digital Economy on 8 
and 9 June, 2019, in Ibaraki Tsukuba, Japan. 

Many Ministers expressed serious concerns about the current tensions surrounding trade. Ministers 
stressed the importance of mitigating risks, bearing in mind the adverse effects on confidence and 
investment sentiment among exporters and investors. Many Ministers affirmed the need to improve 
collectively the trade and investment environment. The importance of ensuring that trade measures 
be WTO consistent was emphasized by many Ministers. 

Ministers welcomed the progress made so far by the Global Forum on Steel Excess Capacity 
(GFSEC). The wide majority of members expressed their willingness to join an emerging consensus 
to recognize that further efforts are necessary to reduce excess steelmaking capacity and to call for 
the extension of the GFSEC’s duration beyond its current term and continuation of its work. A few 
members emphasized the importance of arriving at a full consensus as per G20 practice and stated 
that GFSEC has achieved its objective and should expire at the end of its current term. 

議長声明

　この声明は、2019年6月8-9日、茨城県つくば市において開催された G20貿易・デジタル経済大臣会合における議論

の中で示された、G20貿易大臣により広く共有された見解についての議長の分析を反映したものである。

　多くの閣僚は、貿易をめぐる現下の緊張に関し懸念を表明した。閣僚は、輸出者及び投資者間の信頼や投資センテ

ィメントに対する負の影響に留意しつつ、リスクを緩和するための重要性を強調した。多くの閣僚は、貿易及び投資の

環境を共同で改善する必要性を確認した。貿易措置が世界貿易機関（WTO）と整合的であることを確保することの

重要性が多くの閣僚により強調された。

　閣僚は、鉄鋼の過剰生産能力に関するグローバル・フォーラム（GFSEC）によるこれまでの進捗を歓迎した。大多

数のメンバーは、鉄鋼の過剰生産能力削減のために更なる努力が必要と認識し、GFSEC の活動期間を現行期間の

終了後も延長し、その作業を継続すべきとの、醸成されつつあるコンセンサスに参加する意見を表明した。少数のメ

ンバーは、この問題でG20の慣行のとおり完全なコンセンサスに到達することの重要性を強調し、GFSEC はその目

的を達成しており、現行期間の終了を以て満了すべきと述べた。

G20貿易・デジタル経済大臣会合閣僚声明
1：�我々、G20貿易大臣及びデジタル経済大臣は、2019年6月8日及

び9日、G20の貿易及びデジタル経済政策に係る協力を更に強
化するため、世耕弘成経済産業大臣閣下、石田真敏総務大臣閣
下及び河野太郎外務大臣閣下を議長として、日本国茨城県つく
ば市において会合した。 

２：�G20貿易・デジタル経済大臣会合には、全てのG20構成国並び
に招待国である2019年ＡＰＥＣ議長国のチリ、アフリカ連合代
表のエジプト、エストニア（デジタル経済セッションにのみ参
加）、オランダ、ナイジェリア（貿易セッションにのみ参加）、ＮＥ
ＰＡＤ代表のセネガル、シンガポール、スペイン及びベトナム
が集まった。国際機関1も会合に参加した。

３：�我々は、グローバルな成長のための我々の共通の目標を達成す
るため、一層努力することの必要性を議論した。国際貿易及び
投資は、成長、生産性、イノベーション、雇用創出及び開発のた
めの重要なエンジンであり続けなければならない。 

４：�革新的なデジタル技術は、莫大な経済的機会をもたらし続け
ている。同時に、それらは挑戦も創出し続けている。 

５：�貿易大臣とデジタル経済大臣の両方が初めて一堂に会した本
会合は、貿易とデジタル経済との間のインターフェイスに関す
る我々の理解を深める機会を提供した。 

６：�我々は、各国のニーズ、優先課題や状況を考慮しながら、貿易
及び投資とともに、デジタル技術を最大限に利用し、並びにデ
ジタル転換及びグローバル化の便益を確保することにより、持
続可能で革新的なグローバル社会の実現に向けていかに協働
することができるかについて議論した。

■■Ⅰ．デジタル経済 ■■

1 概要：人間中心の未来社会
７：�我々、G20デジタル経済閣僚は、デジタル経済の発展による利

益を最大化するとともに、課題を最小化し、発展途上国及び少
数派の集団に特に配意しながら課題を克服するため、どのよう
にデジタル政策を策定し、推進することができるかについて議
論した。 
1 �国際機関：ＡＰＴ（デジタル経済）ＥＲＩＡ、ＩＭＦ、ＩＴＣ（貿

易）、ＩＴＵ（デジタル経済）、ＯＥＣＤ、ＵＮＣＴＡＤ、世界銀
行及びＷＴＯ

８：�G20は、2016年の杭州サミットの過程で、中国の議長下でデジ
タル経済に関する政策議論を開始し、G20構成国がデジタル
経済、イノベーション及び新産業革命に関する包括的な議論を
行った。ドイツは、初のG20デジタル経済閣僚会合を設置し、デ
ジタル経済に関するG20 ロードマップと閣僚宣言によってデジ

タル政策に関する包括的な展望を作成した。2018 年、アルゼン
チンは G20 デジタル政策レポジトリを創設することに加えて、
電子政府、デジタルの男女格差、インフラ整備及びデジタル経
済の計測に焦点を当てた。デジタル経済閣僚は、新興技術やオ
ンラインプラットフォームのような新しいビジネスモデルの市
場への影響と、公正で、予測可能で、透明で、競争的かつ非差別
的なビジネス環境を推進する必要性のさらなる理解に向けた
継続的な作業が不可欠であることを記した宣言を公表した。

９：�これらの議論を再確認し、包摂的、持続可能、安全であり、信頼
できるとともに革新的な社会をデジタル化によってどのように
実現するかについての意見を交換した。我々は、日本において
ソサエティ5.0として推進されている人間中心の未来社会の概
念を共有する。ソサエティ5.0は、発展した社会を実現するため
に、日本政府によって推進されている人間中心の未来社会のビ
ジョンであり、現実世界と仮想世界のますますの融合を通じて、
持続可能な開発目標（SDGs）に向け前進することによって、経
済的成長と社会課題の解決を実現するものである。 

10：�デジタル化は我々の経済及び社会全体に対して、利益を生み出
し続けることが期待される。人工知能（AI）や第5世代移動通
信システム（5G）、モノのインターネット（IoT）、分散型台帳技
術（例 ブロックチェーン）といった新興技術の利用により向上
した生産性によりもたらされる利益は、新たな機会を創出する
ことで全ての個人及び企業に力を与えるとともに、新たなサー
ビスや雇用を創出し、個人及び企業の一層の幸福や更なる包摂
性に結びつく。 

11：�デジタル化は、社会に利益をもたらす非常に大きな潜在能力を
有している一方で、一定の懸念も引き起こす。デジタル格差は、
革新的技術を広く採用・活用することを可能にするエビデンス
に基づく政策アプローチ及びデジタル経済の計測を改善する
取組へのコミットメントによって対処されるべきである。我々
は、デジタル化によってもたらされる利益を活用するとともに、
それに伴う課題を軽減するために、デジタル経済における信頼
を促進するよう協働すべきである。 

12：�G20は自由、オープン及び安全なインターネットを推進し、暴力
過激主義及びテロリスト目的のためのインターネットの利用と
戦うことへのコミットメントを再確認し、デジタル産業が全て
のステークホルダーと協働してインターネット及びソーシャル
メディアの暴力過激主義及びテロリスト目的のためのインター
ネットの利用と戦うことを奨励する。 

13：�我々は、公平性、公正性、透明性及び説明責任の確保をはじめ
とする、国際経済や相互運用性を考慮に入れた共通の価値や
原則を共有することを通じ、政府、市民社会、国際機関、学術
界、産業界を含むすべてのステークホルダー間の信頼の上にデ
ジタル社会が成り立たなければならないとの見解を共有する。
我々は、G20デジタル経済マルチステークホルダー会議で得ら

第
１
章　
　

概　

要

第
２
章　
　

開　

催（
当
日
）

第
３
章　

開
催
ま
で
の
あ
ゆ
み

第
４
章　

開
催
後
の
活
動

第
5
章　

参
考
資
料

G205 議長声明・閣僚声明 資料編 第5章 参考資料



114    G20 茨城つくば貿易・デジタル経済大臣会合 【資料編】    115資料編 第 5 章 参考資料

ションに導くため、アルゼンチン議長の下で設置されたG20 
デジタル政策レポジトリの活用も含め、G20構成国の間で優良
事例を共有することを支持する。また、我々は、関係する国際
機関における作業を認識する。

5 デジタル経済におけるセキュリティ 
25：�デジタル経済におけるセキュリティは、デジタル技術やデジ

タル経済全体における人々の信用を強化するために不可欠で
ある。我々は、セキュリティギャップや脆弱性に対処するため
に、それぞれの役割の中における政府やその他のステークホル
ダーの重要性を認識する。これらは、デジタルイノベーション
や消費者及び産業界による信頼に負のインパクトを与え、その
ため、我々がデジタル化の利益を最大限に享受することを妨げ
る。デジタル経済におけるセキュリティは、政府が自らのサー
ビスを提供する際にも重要である。 

26：�IoT を含む新興技術の急速な広がりとともに、デジタル経済
におけるセキュリティについての現在の議論の価値は高まっ
ている。我々、G20構成国は、これらの緊急の課題への更なる
取組の必要性を認識する。デジタル経済におけるセキュリティ
の世界的な観点とともに、ローカル化されカスタマイズされた
セキュリティの枠組みや方法論を発展させる必要性を認識す
る。オープン性、透明性、コンセンサスの原則に基づく、産業主
導及び市場主導の世界的な技術標準が相互運用性を生み出
す助けとなる。これらは、世界的なデジタル経済の利益を実現
するために不可欠である信頼を促進する。 

27：�我々は、デジタル経済におけるセキュリティを向上させる取組
の重要性について、理解を高める必要性を認識している。これ
らの課題についてさらに議論するため、民間や技術コミュニ
ティ、市民社会、関係する国際機関をはじめとするステークホ
ルダーの果たす役割について認識している。我々は、デジタル
経済におけるセキュリティについて既存の権限の中で取り組
む国際機関やデジタル経済におけるセキュリティの取組につ
いて留意する。

6 SDGsと包摂性 
【デジタル格差への取組及びデジタル化の促進】 
28：�デジタルインフラ 

我々は、改善された接続性及びブロードバンドアクセスがデジ
タル経済の発展に必要な条件であると同時に、包摂的な成長
と持続可能な開発の強力な実現要因であることを認識してい
る。それゆえ、我々は光ファイバケーブルや5Gその他の超高速
接続技術、より多くの個人が光ファイバにより接続できるよう
にするための光ファイバインフラの拡大及び冗長性の確保を
含む国内及び国際的なデジタル接続インフラへの投資の促進
を目的とした取組を支援している。投資を促進し、公正かつ競
争的であり、非差別的な市場を推進し、接続及びデジタルサー
ビスのアクセスしやすさ、購入しやすさ、品質及び安全性を高
め、デジタル経済成長へのアクセスを向上させる適切な政策

アプローチの妥当性を認識する。我々は、2025年までに全ての
人々によるインターネットへの普遍的かつ手頃な価格でのアク
セスを推進するというG20共通の目標を奨励している。G20構
成国は、特に貧困撲滅と遠隔教育に焦点を当て、地方の繁栄を
推進するために、地方での接続を推進するよう奨励している。

２９．デジタルリテラシー 
今日のデジタル格差は技術へのアクセスに関するものだけで
はなく、それを使用するための適切なスキルと知識に関するも
のも含まれる。消費者本位のデジタル環境創出だけでなく適
切なスキルと知識を持つことは、人々が個人生活や職業生活
のためにデジタル化の恩恵を受ける能力に直接影響を与える。
我々は、G20 構成国が、脆弱な集団及び労働市場の変化に特
に焦点を当ててデジタルリテラシー戦略を推進することを奨
励する。 

30：デジタルの男女格差の解消 
我々は、デジタルリテラシーのためのスキル開発や、デジタル
アクセスの向上及び特にデジタルの男女格差に配意したデジ
タル技術の採用といった方法でデジタル格差を解消すること
の重要性を再確認するとともに、ブリスベンでG20構成国がコ
ミットした 25by25のゴールに向けた取組とともに、ドイツ及
びアルゼンチンの議長国下の DETF で議論されたように地
方に住む人々へ貢献することを再確認する。EQUALSとG20
＃eSkills4girlsイニシアチブの継続的な支援により、我々は、
デジタル経済における女性と女児の参加が、より強い経済成
長、イノベーション、包摂性を支え、社会的幸福を高めることを
再確認する。我々は更に、性別ごとに分類されたデータを測定
し追跡するための枠組みの開発すること等を通じ、G20構成国
がデジタルの男女格差を解消する行動をとること、女性に対
する虐待やオンライン上の危険な行動に対処しつつ、女性の
デジタルネットワークへのアクセスを増やすために努力するこ
と、女性及び女児の STEM（科学、技術、エンジニアリング、数
学）への参加を強化すること、デジタルビジネスにおける女性
の起業を支援すること、並びに既存のパートナーシップや枠組
みと協働することを奨励する。技術はすべての人にとってアク
セス可能であるべきである。G20は既存のG20デジタル経済測
定のためのツールキットを使用して、デジタルにおける女性参
画の指標を追加する。

31：中小零細企業（MSMEs）と起業家の包摂性 
中小零細企業と起業家は、イノベーションとデジタル経済の重
要な推進力である。リープフロッグ技術を使用することを含
め、中小零細企業がデジタル経済に積極的に参加できるよう
な促進的な環境は、包摂的で持続可能な社会を構築するのに
役立つG20は、デジタル起業の推進と拡大に関する慣行を交
換し共有することを奨励する。

32：あらゆる年齢層の人々／障害者のための包摂的な設計 
人々がデジタル技術を利用するためのより高いスキルを開発

れた見解に注目し、2019年11月末にベルリンで開催される第 
14回国連インターネット・ガバナンス・フォーラム及び2020年 3 
月末にジュネーブで開催されるWSISでのマルチステークホル
ダーの議論に期待している。 

14：�過去のコミットメントや成果の上に、以下の取組を通じ、我々の
経済及び社会のデジタル化による利益を最大化して共有する
ために、我々G20閣僚は、国内の経験及び国際的な政策を促進
することにコミットする。

2 データフリーフローウィズトラスト（信頼性のある自由なデータ流通）
15：�我々は、杭州、デュッセルドルフ及びサルタにおけるコミットメ

ントを再確認しつつ、デジタル化が、我々に包摂的で持続可能
な経済成長を促進する機会をもたらすという理解を共有した。
デジタル化はまた、社会的及び文化的な進歩と発展を促し、イ
ノベーションを促進し、個人及び零細企業、中小企業を含む産
業界が新興技術とデータから裨益する能力を与える。 

16：�データ、情報、アイデア及び知識の越境流通は、生産性の向上、
イノベーションの増大、より良い持続的発展をもたらす。同時
に、我々は、データの自由な流通が一定の課題を提起すること
を認識する。プライバシー、データ保護、知的財産権、セキュリ
ティに関する課題に引き続き対処することにより、さらにデー
タの自由な流通を促進し、消費者及びビジネスの信頼を強化
することができる。信頼を構築し、データの自由な流通を促進
するためには、国内的及び国際的な法的枠組みの双方が尊重
されることが必要である。このようなデータフリーフローウィ
ズトラスト（信頼性のある自由なデータ流通）は、デジタル経済
の機会を活かすものである。我々は、異なる枠組みの相互運用
性を促進するために協力するとともに、開発に果たすデータの
役割を確認する。

3 人間中心の人工知能（AI）
17：�政府、国際機関、学術界、市民社会、民間部門を含む全てのス

テークホルダーがそれぞれの役割においてこれまで行ってき
た取組を認識し、技術がどのようにして社会にインパクトを与
えるかに配意しつつ、G20は、デジタル分野における起業、研
究開発及びこの分野でのスタートアップの拡大及び不釣り合
いに高いコストに直面する中小零細企業(MSMEs)による AI 
の導入に特に焦点を当てつつ、イノベーションと投資が推進さ
れる人間中心のAIの実現環境を提供するよう努める。 

18：�我々は、AI技術が、包摂的な経済成長を促進し、社会に大きな
恩恵をもたらし、個人に力を与えることを助けることができる点
を認識する。AIの責任ある利用は、広範な社会の価値観を損
なうリスクを軽減し、SDGsに向けた進歩を助け、持続可能で
包摂的な社会を実現する原動力となり得る。AIの責任ある利
用によってもたらされる利益は、労働環境と生活の質を改善し、
女性と女児及び社会的弱者を含む全ての人に機会を与える人
間中心の未来社会を実現する可能性を生み出すことができる。 

19：�同時に、我々は、AIが他の新興技術と同様に、労働市場の変化、
プライバシー、セキ ュリティ、倫理的問題、新たなデジタル格
差及びAIに関する人材育成の必要性を含む社会的課題を提
起し得ることも認識する。AI 技術への人々の信頼と信用を醸
成し、その潜在能力を十分に引き出すために、我々は、OECD 
AI勧告から引用され、Annexに添付されている非拘束式の 
G20 AI 原則によって導かれるAIへの人間中心のアプローチ
にコミットする。このAnnexには、「包摂的な成長、持続可能
な開発及び幸福」「人間中心の価値観及び公平性」「透明性及
び説明可能性」「頑健性、セキュリティ及び安全性」「アカウン
タビリティ」が含まれる。また、Annexは、国際協力及びリス
クを抱える発展途上国や少数派の集団の包摂性に特に注意を
払いつつ、リスクと懸念を最小化しながら、AIの恩恵を最大
化し共有することを目的として、政策立案者のためのガイダン
スを提供する。 

20：�人間中心のAIの追求にあたり、G20構成国は、既存の枠組み
に沿ったプライバシー及び個人データの保護を促し続けるこ
との必要性を認識している。G20はまた、AIに関する人材育
成及び技能開発を促進する必要性についても認識している。
我々はそれぞれ国際的な協力に継続的に努めるとともに、研究
開発、政策の発展及びG20デジタル政策レポジトリやその他
の協調的な取組を通じた情報共有といった分野で適切な会合
を用いて協働する。

4 ガバナンスイノベーション -デジタル経済の機動的で柔軟な政策アプローチ-
21：�我々は、今までと比較してよりイノベーションを生み出しやす

い政策立案のアプローチから、新たな技術の可能性を最大限
に利用するという利益が得られることを認識する。我々は、デ
ジタル技術の可能性を実体化するためのイノベーションが起
こりやすい政策を目指して努力するとともに、それに応じてイ
ノベーションに対する障害を取り除くことを指向する。 

22：�例えば規制のサンドボックスなどを通じて、すでに様々な国が、
より柔軟で、総体的であるとともに機動的である政策アプロー
チを意図したプロセスを進めつつあることを我々は認識する。
政策、規制、あるいは規制的制約の除去が、経済成長とともに、
途上国や零細中小企業の包摂的な発展に貢献し、これを加速
することができる。 

23：�デジタル時代のガバナンスは、法的な確実性を損なわないよう
にしつつも、イノベーションにつながりやすいものであるだけ
でなく、それ自体が革新的である必要がある。相互運用が可能
な基準や枠組み、あるいは規制の協力はその一助となるもので
ある。関連する全てのステークホルダーが個々の役割に応じ
て参加する国際的、国内的な政策立案は、広範な社会課題に対
処し、技術をどのようにして政策ツールに統合していくかとい
う検討を促進する手段となるものである。 

24：�我々は、よりよい政策アプローチを採用して、技術的なイノベー
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するというアプローチに加え、我々は、デジタル技術がユー
ザーフレンドリーで人間中心であるべきであり、障害者、高齢
者又は低いデジタルスキルを持つ人々を含む様々な集団が使
用できるように設計されるべきであることを認識する。例えば、
センサーや VUI（音声ユーザーインターフェ ース）などの新し
いデジタルインターフェースの使用が障害者や高齢者の包摂
に役立つ可能性がある。 

33：産業のデジタルトランスフォーメーション 
デジタル化は、様々な分野で経済成長と社会発展に貢献し得
る。世界経済において最も重要な産業の一つである製造業は、
よりデジタル化され、ネットワーク化され、インテリジェントに
なっている。G20は、製造業部門を含めたすべての部門の、非
常に質の高い包摂的な発展の推進を視野に入れて、デジタル
産業政策についてグッドプラクティスや経験を共有し、世界的
に好ましい環境を創造するため行動する。 

34：スマートシティ 
世界の人口とエネルギー消費の大部分が集中する都市地域の
持続的かつ包摂的な成長に貢献するため、G20は、B20及び
U20から勧告のあった、スマートシティ開発に向けた都市間の
ネットワーク化と経験共有を奨励する。スマートシティの導入
にあたっては、透明性、強靭性、プライバシー、セキュリティ、効
率性及び相互運用性が考慮されるべきである。関心を表明す
る都市及び都市のネットワークは、10月の設立が提案されてい
る「グローバル・スマートシティ・コアリション（Global Smart 
City Coalition）」に参加することができる。G20は、6月29日
の大阪での開催が計画されている、来る「スーパーシテ ィ・ス
マートシティ フォーラム」に留意する。

【デジタル化を通じた SDGs 達成に向けた行動の計画】
35：�持続可能な開発のための2030アジェンダに関するG20行動計

画の実施に貢献し、デジタル化の恩恵を世界規模で共有し、誰
も取り残さないために、我々は、社会問題の解決において、グッ
ドプラクティスや自身の経験から習得した教訓を、G20デジタ
ル政策レポジトリを通じて共有するよう努力する。 

36：�我々は、グッドプラクティスや共有された知識を活用すること
で、全てのステークホルダーがそれぞれの役割において協働
し、発展途上国及び地域並びに世界規模でデジタル化を推進
することを奨励する。この目的のために、全てのG20構成国と
関心のある国は、どのようにグッドプラクティスと知識を活用
し、発展途上国や地域におけるSDGsに向けた取組の前進を
含むデジタル化に向けた努力を協調し、協力し、支援するため
の行動を起こすかについて議論することが要請される。我々
は、デジタルガバナンスは、繁栄、社会的包摂、そして環境の持
続可能性を、測定可能な結果と結びつけるための不可欠な手
段であると考える。我々は、「SDGsロードマップのための開発、
科学、技術、及びイノベ ーションの開発のための基本理念」に
ついての開発作業部会の作業に留意する。我々は、SDGs推進

の原動力として、世界中での能力構築にコミットする。 

37：�この知識共有の活動は、既存の権限及び能力の範囲内で世界
銀行及びその他の国際機関に支援され、関心のあるG20構成
国及びその他の国によって管理される。

7 今後の進め方 
38：�我々は、人間中心の未来社会に向けた取組を継続するととも

に、デジタル社会のグローバルに包摂的な発展のため、包摂的
なデジタル経済ビジネスモデルを含めたデジタル化における
グッドプラクティスと経験の共有を、全ての関心国とステーク
ホルダーとともに、継続して取り組むことの重要性を引き続き
強調する。 

39：�G20の過程におけるG20エンゲージメントグループとその他の
市民社会のグループの、G20における役割と貢献を認識する。
APT、 ERIA、 IMF、 ITU、 OECD、 UNCTAD、 世界銀行、 
WTOをはじめとする国際機関による、専門的な知見のG20の 
DETFにおける貢献に感謝し、デジタル経済の正のインパク
トを最大化するための国際機関の取組を歓迎する。

■■Ⅱ．貿易 ■■

1 貿易面での進展に関する対話 
40：�我々、G20貿易大臣は、現在の貿易環境について意見交換を

行った。我々は、貿易及び投資の拡大が将来の広範囲にわた
る経済的繁栄と持続可能な成長を促進する上で重要な要因と
なることに同意する。

41：�我々は、貿易及び投資の成長が2018年に減速し、これが2019
年及び2020年の世界成長見通しを以前の予測よりも弱める一
因となっていることに留意する。2020年において成長は増加
することが予想されている一方で、現在の貿易環境から生じ
る下方リスクが成長を鈍化させる可能性がある。 

42：�我々は、昨年マル・デル・プラタでコミットしたように、リスクを
緩和し、輸出業者及び投資家の間での信頼を高めるための対
話を継続した。我々は、貿易上の緊張に対応し、互恵的な貿易
関係を醸成する必要性を確認した。 

43：�我々は、市場を開かれたものとするため、自由で公平かつ無差
別で、透明性があり、予測可能で安定的な貿易及び投資環境
を実現するために努力する。 

44：�国際貿易は、生産性、イノベーション、雇用創出及び開発のた
めに重要である。我々は、世界貿易機関（ＷＴＯ）がこの目的の
ために行ってきた貢献を認識する。我々は、ＷＴＯの機能を改
善するために行動が必要であることに同意する。我々は、多角
的貿易体制を支持し続けることへのビジネス界からG20に対

する要請を認識する。
2 市場主導の投資決定を促進する健全なビジネス環境 
45：�我々は、特に世界経済が一層統合されてきている中で、幾つか

の分野における構造的な問題が否定的な影響を及ぼし得るこ
とを再確認する。我々は、公平な競争条件を確保し、ビジネス
をしやすくする環境を醸成するために努力する。 

46：�多くのG20構成国は、産業補助金についての国際的な規律を
強化する必要性を確認し、及び農業に影響を及ぼす貿易の規
律を改善するための現在進行中の国際的な努力を歓迎する。
我々の多くは、農業補助金及び農業の市場アクセスについて
強調した。 

47：�我々は、投資のための、開かれた、透明性があり、かつ、これを
促す世界的な政策環境を醸成するため、開かれた、無差別で、
透明性があり、かつ、予測可能な投資のための条件を改善する
ことの価値を認識する。

3 持続可能で包摂的な成長に貢献する貿易及び投資の促進 
48：�貿易及び投資は、広範囲にわたる持続可能な世界的成長、包

摂性、貧困削減及び持続可能な経済発展に貢献してきた。特
に、グローバル・バリュー・チェーン（GVC）は、貿易、投資及び
開発を形成する助けとなる世界経済の重要な特徴である。 

49：�貿易及び投資の利益は、全ての国や社会の全ての構成員、特
に脆弱な人々には十分広く共有されてきていないという認識
がある。我々は、貿易の利益を高め、参加を広める必要がある。
また、貿易及び投資の効果を一層良く理解し、それらの利益を
市民たちに一層良く伝え、及びそれらの課題に対処する必要
性を確認する。 

50：�我々は、女性、若者、零細・中小企業（MSMEs）等といった、国
際貿易から十分な恩恵を受けてこなかったグループが国際貿
易の機会を捉えることを支援しつつ、その参加を促進し、円滑
化し、拡大すべきである。我々は、ますます有意義な方法で、
GVCへの開発途上国及びMSMEsの一層の参加が可能とな
ることを追求し続ける。この文脈で、我々は、農業食料GVCへ
の参加と価値の増加を支援するG20の貿易及び投資政策決定
のオプションの鍵となる要素に関する昨年の議論を想起する。 

51：�我々は、ビジネス部門の声として「B20東京サミット共同提言「持
続可能な開発目標（SDGs）のためのソサエティ5.0」に留意する
一方で、これらの提案に対する国内の異なる見方を認識する。 

52：�我々はまた、民間部門からの見方を反映し、かつ、責任あるビ
ジネス上の行動を通じてSDGsの達成に共に貢献するために
努力を強化するとの世界的企業の意図を反映する「ビジネス
自主行動計画」がB20で採択されたことに留意する。 

53：�我々は、Ｇ２０の各構成国による異なった個別のアプローチを
認めつつ、お互いの経験から学ぶことを目的とし、貿易及び投
資を通じて広範でかつ持続可能な成長と包摂性に貢献するビ
ジネス及び政策の事例に関する情報を共有する。また、我々
は、売り手、買い手及び社会に利益がある「三方よし」の理念の
重要性に留意する。

4 ＷＴＯ改革並びに二国間及び地域貿易協定における最近の進展 
54：�我々は、G20ブエノスアイレス首脳宣言を基礎として、第12回

WTO閣僚会議に向けた取組を含め、切迫感を持って必要な
WTO改革に着手するため、他のWTO加盟国と共に建設的
に取り組んでいく。 

55：�我々は、WTO加盟国の貿易関連政策が透明であることの重要
性を認識する。我々は、この目的を考慮に入れて、透明性と通報
の改革に関する進行中のイニシアティブに留意する。我々は、
既存の通報義務を果たすことへのコミットメントを確認する。 

56：�我々はまた、WTOの機能を一層効果的にするため、WTOの
通常委員会及び機関の活動を強化するための進行中のイニシ
アティブに留意する。 

57：�我々は、機会を創出し、及び様々な課題に対処する上での
WTOの役割の重要性を確認する。我々は、第11回WTO閣僚
会議（MC11）におけるマンデートに基づき、漁業補助金に関す
る包括的で実効的な規律に合意するための取組への支持を改
めて表明する。我々はまた、WTOのルールを更新するために
進行中の幾つかのイニシアティブに留意する。 

58：我々は、電子商取引に関する作業計画の重要性を再確認する。 

59：�我々は、電子商取引に関する共同声明イニシアティブに基づき
進行中の議論に留意する。 

60：�WTOでのそれぞれの共同声明イニシアティブの参加加盟国
は、現在進行中の議論を歓迎し、進展を得ることにコミットす
ることを確認する。 

61：�我々は、デジタル化の便益を世界全体で共有するため、発展途
上国を含め、ICTに焦点を当てたインフラへの投資を向上し、
デジタル経済への途上国の参加を促進する必要性があること
を認識する。我々はまた、女性、若者及びMSMEsがデジタル
化の恩恵を一層享受するためのキャパシティビルディングの
必要性を認識する。このため、我々は、貿易及びデジタル経済
の潜在力を活用し、拡大するための努力を継続していく。 

62：�我々は、WTOと整合的な二国間及び地域の自由貿易協定の
補完的役割を認識する。 

63：�我々は、WTO加盟国によって交渉されたルールと整合的な紛
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セットについて、公共投資を検討し、また民間投資を奨励す
べきである。

2.2：AIのためのデジタル・エコシステムの整備 
各国政府は、信頼できるAIのためのデジタル・エコシステム
とそれへのアクセスを整備すべきである。このエコシステムに
は、デジタル・テクノロジーとデジタルインフラ、必要に応じて 
AI知識を共有するためのメカニズムが含まれる。これに関連
し、各国政府は、データ・トラストのような、安全、公平、適法且
つ倫理的にデータを共有するためのメカニズムに対する支援
を検討すべきである。 

2.3：AIを推進するための政策環境の整備 
a)�各国政府は、信頼できるAIシステムが研究開発の段階から

展開・稼働の段階への迅速な移行を支援するための政策環
境を整備すべきである。このため、政府は必要に応じてAI 
システムの実験と拡張のための制御された環境下での実証
実験の活用を検討すべきである。

b)�各国政府は、信頼できるAIの実現に向けたイノベーション
と競争を奨励するため、必要に応じ、AIシステムに適用さ
れる政策及び規制の枠組みやその評価メカニズムの見直し
と改正を行うべきである。

2.4：人材育成及び労働市場の変化への準備 
a)�各国政府は、仕事の世界と社会全体の変化に備えるために

ステークホルダーと緊密に協働すべきである。政府は人々に
必要なスキルを習得させるなどして、人々が広い範囲で適用
されるAIシステムを効果的に利用し、それとうまく関わるこ
とができるようにすべきである。

b)�各国政府は、就労期間を通じたトレーニング・プログラムや
離職を余儀なくされた者への支援、労働市場における新たな
機会へのアクセスなどを通じ、AIの普及がもたらす労働市
場の変化が労働者にとって公平なものであるよう万全を期
すため、社会的な対話などの措置を講じていくべきである。

c)�各国政府はまた、職場におけるAIの責任ある利用の推進、
労働者の安全及び仕事の質の向上、起業家精神と生産性の
向上、AIの恩恵の幅広く且つ公平な共有が確保されるよう
にするため、ステークホルダーと密接に協働すべきである。

2.5：国際協力 
a) �開発途上国を含め、各国政府は、ステークホルダーとともに、

これらの原則を推進し、信頼できるAIのための責任あるス
チュワードシップを促進するために積極的に協力すべきで
ある。

b)�各国政府は、必要に応じてOECDやその他の世界的及び地
域的な国際場裏において、AI知識の共有を推進するために
協働すべきである。政府はAIに関する長期的な専門知識
を蓄積するために、国際的且つ分野横断的であり、マルチス
テークホルダーによる開放的な取組みを奨励すべきである。

c)�各国政府は、相互運用性があり、且つ信頼できるAIの実現
のため、マルチステークホルダーの合意に基づく世界的な技

術基準の開発を推進すべきである。
d)�各国政府はさらに、AIの研究開発や展開を測定すると共に、

これらの原則の履行の状況を評価する際に根拠となる証拠
を収集するため、国際的に比較可能な測定基準の開発とそ
の利用を奨励すべきである。

争解決制度の機能に関し、行動が必要であることに同意する。

■■Ⅲ．貿易とデジタル経済のインターフェイス ■■

64：�我々、G20貿易大臣及びデジタル経済大臣は、貿易や商業分野
を含む我々の社会と経済におけるデジタル化の影響が増大し
ていることを認識し、ブエノスアイレス首脳宣言に従って貿易
とデジタル経済との間のインターフェイスの重要性を再確認
する。我々は、貿易とデジタル経済との間のインターフェイス
についての関連する課題について意見交換を行った。 

65：�我々は、信頼性のある自由なデータの流通に関する概念、電子
商取引に関するＷＴＯでの議論、キャパシティビルディングの
必要性を含む様々な課題について、全ての国がこれらの機会
を実現できることを確保する重要性を念頭に置きつつ、意見を
交換した。経済や社会のあらゆる側面を変革し、並びに経済成
長、雇用創出、包摂性、開発及びイノベーションに貢献し得る
デジタル化の利益を高めることを目的として、議論は継続され
るべきである。

■■Ⅳ．大阪サミットに向けて ■■

66：�我々は、貿易及びデジタル経済の分野におけるG20の協力を
深める観点から、首脳に対し、大阪サミットにおいてこれらの
重要な項目を検討することを共に推奨する。

■■ANNEX■■

G20 AI 原則 
G20は以下のセクション1の信頼できるAIのための責任あるスチュ
ワードシップに関する原則を支持し、セクション2の勧告について
留意する。

1 信頼できるAIのための責任あるスチュワードシップに関する原則
1.1：包摂的な成長、持続可能な開発及び幸福 

ステークホルダーは、人間の能力の増強や創造性の向上、少数
派の包摂の促進、経済・社会・性別などにおける不平等の改善、
自然環境の保護を通じ、包摂的な成長、持続可能な開発及び
幸福の活性化のような人々と地球にとって有益な結果を追求
することにより、信頼できるAIのための責任あるスチュワ ー
ドシップに積極的に取り組むべきである。

1.2：人間中心の価値観及び公平性 
a)�AIのアクターは、AIシステムのライフサイクルを通じ、法の

支配、人権及び民主主義的な価値観を尊重すべきである。こ
れらには、自由や尊厳、自主自律、プライバシーとデータの保
護、無差別と平等、多様性、公平性、社会正義、国際的に認知
された労働権が含まれる。

b)�このため、AIのアクターは、人間による最終的な意思決定の

余地を残しておくことなど、状況に適した形で且つ技術の水
準を踏まえたメカニズムとセーフガードを実装すべきである。

1.3：透明性及び説明可能性 
AIのアクターはAIシステムに関する透明性と責任ある開示
に取り組むべきである。このため、AIのアクターは下記の目的
で、状況に適した形で且つ技術の水準を踏まえた有意義な情
報提供を行うべきである

i.AIシステムに関する一般的な理解を深めること。
ii.�職場におけるものを含め、AIシステムの関与をステーク

ホルダーに認識してもらうこと。
iii.�AIシステムに影響される者がそれから生じた結果を理

解できるようにすること。
iv.�要因に関する明快且つ分かりやすい情報、並びに予測、

勧告あるいは判断の根拠となった論理に基づいて、AIシ
ステムから悪影響を受けた者がそれによって生じた結果
に対して反論することができるようにすること。

1.4：頑健性、セキュリティ及び安全性 
a)�AIシステムは、通常の使用や予見可能な使用及び誤用ある

いはその他の悪条件下においても正常に機能するとともに、
不合理な安全リスクをもたらすことがないよう、そのライフ
サイクル全体にわた って頑健且つセキュリティが高く、安
全なものであるべきである。

b)�このため、AIシステムの出力に関する分析と問合せに対す
る対応を可能とするため、AIのアクターは、データセットや
プロセス、AIシステムがそのライフサイクルに行った決定
に関することも含め、状況に適した形で且つ技術の水準を
踏まえたトレーサビリティを確保すべきである。

c)�AIのアクターは、その役割や状況、能力に基づき、系統化さ
れたリスク管理のアプローチをAIシステムのライフスタイ
ルの各段階に適用することにより、プライバシーやセキュリ
ティ、安全性、バイアスといったAIシステムに関するリスク
に絶え間なく対処していくべきである。

1.5：アカウンタビリティ 
AIのアクターは、その役割と状況に基づき、また、技術の水準
を踏まえた形で、AIシステムが適正に機能していることと上
記の原則を順守していることについて、アカウンタビリティを
果たせるようにすべきである。

2信頼できる AIのための国内政策と国際協力
2.1：AIの研究開発への投資 

a)�信頼できるAIの実現に向けたイノベーションを促進するた
め、各国政府は、学際的な取組を含め、技術的に困難な課題
やAIの社会的・法的・倫理的な影響と政策課題に焦点を当
てた調査研究及び研究開発について、長期的な公共投資を
検討し、また民間投資を奨励すべきである。

b)�また、各国政府は、不適切なバイアスがなく、相互運用性と
技術標準の利用を増進するため、十分な代表性を有し、且
つプライバシーとデータの保護を順守する開かれたデータ
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1:�We, the G20 Trade Ministers and Digital Economy Ministers, 
met on 8 and 9 June 2019 in Tsukuba City, Ibaraki Prefecture, 
Japan, under the chairmanship of H.E. Mr. Hiroshige Seko, 
Minister of Economy, Trade and Industry, H.E. Mr. Masatoshi 
Ishida, Minister for Internal Affairs and Communications, 
and H.E. Mr. Taro Kono, Minister for Foreign Affairs, of the 
Government of Japan, to f urther strengthen G20 trade and 
digital economic policy cooperation.

2:�The G20 Ministerial Meeting on Trade and Digital Economy 
gathered all G20 members as well as guests f rom Chile as 
2019 APEC host economy, Egypt on behalf of AU, Estonia 
(f or Digital Economy), Netherlands, Nigeria (f or Trade), 
Senegal on behalf of NEPAD, Singapore, Spain, and Viet Nam. 
International Organizations1also participated in the Meeting.

3:�We discussed the need to do more to achieve our common 
o b jec t i v es f o r g lo ba l g r o w t h . I n t e r n a t i o n a l t r a d e a n d 
investment should continue to be important engines of growth, 
productivity, innovation, job creation and development.

4:�Innovative digital technologies continue to bring immense 
economic opportunities. At the same time, they continue to 
create challenges.

5:�This Meeting, which gathered both Trade Ministers and Digital 
Economy Ministers together for the f irst time, presented an 
opportunity to deepen our understanding of the interf ace 
between trade and the digital economy.

6:�We discussed how we can work together toward the realization 
of a sustainable and innovative global society, by making full 
use of digital technologies, together with trade and investment, 
and harnessing the benefits of technological transformation 
and globalization, taking into consideration national needs, 
priorities and circumstances.

I. Digital Economy
1. Overview: Human-centered Future Society
7.We, G20 Ministers for the Digital Economy discussed how 
we can design and implement our digital policies to maximize 
benef its and minimize the challenges f rom the development 
of t he d ig i t a l economy, a nd to overcome cha l lenges wi t h 
special attention to developing countries and underrepresented 
populations.

8:�The G20 started the policy discussion on the digital economy 
under the Chinese Presidency in the Hangzhou Summit process 
in 2016, in which G20 members engaged in comprehensive 
discussion on digital economy, innovation and new industrial 
revolution. Germany established the first G20 Digital Economy 
Ministerial Meeting and created an overall perspective on 
digital policy with the G20 Roadmap on Digital Economy and 
the Ministerial Declaration. In 2018, Argentina focused on 
digital government, the digital gender divide, inf rastructure 
deployment
1 International Organizations: APT (for Digital Economy), 
ERIA, IMF, ITC (f or Trade), ITU (f or Digi tal Economy), 
OECD, UNCTAD, World Bank, and WTO. 

and the measurement of the digital economy, in addition 
to c rea t ing t he G20 Reposi to r y of Dig i t a l Pol ic ies. 
The Digital Economy Ministers issued a declarat ion, 
which noted that it is essential to continue the work on 
further understanding of the market impact of emerging 
t ech nolog ies a nd new bus iness models , l i ke on l ine 
platforms and the need to advance a f air, predictable, 
transparent, competitive and non-discriminatory business 
environment.

9:�Recalling these discussions, we exchanged views on how 
to achieve an inclusive, sustainable, safe, trustworthy and 
innovative society through digitalization. We share the notion 
of a human-centered future society which is being promoted 
as Society 5.0 in Japan. Society 5.0 is a vision of human-
centered future society promoted by the Japanese government 
to achieve an advanced society, which realizes economic 
growth and solves social challenges, by advancing towards 
Sustainable Development Goals (SDGs) through the increasing 
convergence of the physical world and the virtual world.

10:�Digitalization is expected to continue creating benef its for 
our economies and societies as a whole. The benefits brought 
by increased prod uct iv i t y t h rough the use of emerging 
technologies such as a r t i f ic ia l in tel l igence (AI), f i f t h-
generation mobile telecommunication technologies (5G), the 
Internet of Things (IoT), Distributed Ledger Technologies 
(e.g. block chain) will empower all individuals and firms by 
creating new opportunities, and generate new services and 
employment, all of which can lead to greater well-being and 
further inclusiveness for individuals and firms.

11:�While digitalization has t remendous potential to deliver 

benef its to society, it also raises certain concerns. Digital 
divide should be addressed with a commitment to evidence-
based policy approaches together with the efforts to improve 
the measurement of the digital economy that enable the widest 
possible adopt ion and use of innovat ive technology. We 
should come together to promote trust in the digital economy 
to harness the benefits brought by digitalization as well as to 
mitigate the associated challenges.

12:�The G20 also reaffirms its commitment to fighting exploitation 
of the Internet for violent extremist and terrorist purposes, 
as well as promoting a f ree, open and secure internet, and 
encourages the digital industry to continue to work together 
with al l s takeholders in f ight ing use of the In ternet and 
social media for violent extremist and terrorist purposes, and 
addressing content that incites terrorist acts.

13:�We share the view that the digital society must be built on 
trust among all stakeholders including governments, civil 
society, international organizations, academics and businesses 
through sharing common values and principles including 
equality, justice, transparency and accountability taking into 
account the global economy and interoperability. We note the 
views given at the G20 Digital Economy Multi-stakeholder 
Conf erence, and look f orward to the mult i-stakeholders 
discussion at the 14th United Nation’s Internet Governance 
Forum at the end of November 2019 in Berlin and the WSIS 
Forum at the end of March 2020 in Geneva.

14:�Building upon the commitments and achievements of previous 
years, we, as G20 Ministers,commit to sharing and promoting 
national experiences and international policies to maximize 
and share the benefits f rom digitalization of our economies 
and societies through the following efforts. 

2. Data Free Flow with Trust
15:�Reaffirming the commitments made in Hangzhou, Dusseldorf, 

and Salta, we share the understanding that digitalization 
gives us the opportunity to promote inclusive and sustainable 
economic growth. Digitalization also promotes social and 
cultural progress and development, fosters innovation, and 
empowers individuals and businesses, including micro, small, 
and medium-sized enterprises (MSMEs) to benef i t f rom 
emerging technologies and data.

16:�Cross-border flow of data, information, ideas and knowledge 
genera tes h igher product iv i ty, g rea ter innova t ion, and 
improved sustainable development. At the same time, we 
recognize that the free flow of data raises certain challenges. 
By continuing to address challenges related to privacy, data 

protection, intellectual property rights, and security, we can 
f urther f acilitate data f ree f low and strengthen consumer 
and business trust. In order to build trust and facilitate the 
free flow of data, it is necessary that legal f rameworks both 
domestic and international should be respected. Such data free 
f low with trust will harness the opportunities of the digital 
economy. We will cooperate to encourage the interoperability 
of different f rameworks, and we aff irm the role of data for 
development.

3. Human-centered Artificial Intelligence (AI)
17:�Recognizing the efforts undertaken so far by all stakeholders 

in their respective roles including governments, international 
organizations, academia, civil society and the private sector, 
and mindful of how technology impacts society, the G20 
endeavors to provide an enabling environment for human-
centered AI that promotes innovation and investment, with 
a particular focus on digital entrepreneurship, research and 
development, scaling up of startups in this area, and adoption 
of AI by MSMEs which face disproportionally higher costs to 
adopt AI.

18:�We recognize that AI technologies can help promote inclusive 
economic g row t h , b r ing g rea t benef i t s t o soc ie t y, a nd 
empower individuals. The responsible development and use 
of AI can be a driving force to help advance the SDGs and to 
realize a sustainable and inclusive society, mitigating risks to 
wider societal values. The benefits brought by the responsible 
use of AI can improve the work environment and quality 
of life, and create potential for realizing a human-centered 
future society with opportunities for everyone, including 
women and girls as well as vulnerable groups.

19:�At t he same t ime, we a lso recognize t ha t AI , l ike o ther 
emerging technologies, may present societal challenges, 
inc lud ing t he t r ans i t ions in t he la bor mar ke t , p r ivacy, 
security, ethical issues, new digital divides and the need for 
AI capacity building. To foster public trust and confidence 
in AI technologies and fully realize their potential, we are 
committed to a human-centered approach to AI, guided by the 
G20 AI Principles drawn from the OECD Recommendation 
on AI, which are at tached in Annex and are non-binding. 
This Annex includes the following principles of “inclusive 
growth, sustainable development and well-being”, “human-centered 
values and fairness”, “transparency and explainability”, “robustness, 
security and safety” and “accountability”. The Annex also 
offers guidance for consideration by policy makers with 
the purpose of maximizing and sharing the benef its f rom 
AI, while minimizing the risks and concerns, with special 
a t ten t ion to in terna t ional coopera t ion and inclusion of 
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developing countries and underrepresented populations. 

20:� In pursuing human-centered AI, G20 members recognize 
the need to continue to promote theprotection of privacy and 
personal data consistent with applicable f rameworks. The 
G20 also recognizes the need to promote AI capacity building 
and skills development. We will each continue to strive for 
international cooperation and endeavor to work together with 
appropriate fora in areas such as research and development, 
policy development and information sharing through the 
G20 Reposi tory of Digi ta l Pol ic ies and o ther open and 
collaborative efforts.

4. Governance Innovation - Agile and Flexible Policy Approaches in 
the Digital Economy -
21:�We recognize that harnessing the full potential of emerging 

technologies would benefit from more innovation enabling 
approaches to policy making than in the past. We will strive 
for innovation-friendly policies to capitalize the potential of 
digital technologies and look to remove barriers to innovation 
accordingly.

22:�We recognize that various countries have already taken steps 
with the intention of making policy approaches more flexible, 
holistic, and agile, for example through the use of regulatory 
sandboxes. Policies, regulations, or the removal of regulatory 
barriers can contribute to and accelerate economic growth, 
and inclusive development by developing countries as well as 
MSMEs.

23:�We recognize that governance in the digital era needs to 
be not only innovation-f riendly but also innovative itself , 
while not losing legal certainty. Interoperable standards, 
f rameworks and regulatory cooperat ion can help in this 
regard. International as well as national policy formulation 
with the involvement of all relevant stakeholders in their 
respect ive roles is inst rumental to address a wide range 
of socie ta l chal lenges and f aci l i ta te d iscussion on how 
technology can be better incorporated into policy tools.

24:�To adapt be t te r pol icy approaches and gu ide technica l 
innovation, we support the sharing of good practices between 
G20 countries, including by utilizing the G20 Repository of 
Digital Policies established under Argentina’s presidency. We 
note the work of relevant international organizations.

5. Security in the Digital Economy
25:�Security in the digital economy is essential for strengthening 

our publ ic’s conf idence in d ig i ta l technologies and the 
entire digital economy. We recognize the importance for 

governments and other stakeholders within their respective 
roles to address security gaps and vulnerabili t ies. These 
have a negative impact on digital innovations, and trust by 
consumers and businesses, and thus hinder us f rom taking 
full advantage of the benefits of digitalization. Security in 
the digital economy is also important for governments in 
providing their services. 

26:�Along with the rapid expansion of emerging technologies, 
including IoT, the value of an ongoing discussion on security 
in the digital economy is growing. We, as G20 members, 
affirm the need to further work on these urgent challenges.We 
recognize the global aspect of security in the digital economy 
together with the need to develop localized and customized 
frameworks and methodologies. Industry-led and market-led 
global technical standards, developed based upon principles 
of openness, t ranspa rency, and consensus help del iver 
interoperability. These promote trust, which is essential for 
enabling the benefits of the global digital economy.

27:�We recognize the need to raise awareness on the importance 
of actions to enhance security in the digital economy. We 
a lso recognize t he ro le p layed by s takeholders such as 
private sector, the technical community and civil society, and 
relevant international organizations to further discuss those 
issues. We note relevant international organizations working 
on securi ty in the digi tal economy within their exist ing 
mandates and efforts in security in the digital economy.

6. SDGs and Inclusion
[Tackling the Digital Divide and Promoting Digitalization] 
28:Digital Infrastructure

We recognize that improved connectivity and broadband 
access is a necessary condition for the development of the 
digital economy, as well as a powerful enabler of inclusive 
growth and sustainable development. Therefore we support 
initiatives aimed at the promotion of investment in domestic 
and in te r na t iona l d ig i t a l connec t iv i t y in f ras t r uc t u re , 
including fiber optic cables, 5G and other ultra-high-speed 
connect iv i ty technologies, sca l ing-up the f iber opt ics 
i n f r as t r uc t u re t o a va i l f i be r con nec t iv i t y t o a g rea t e r 
number of individuals and connectivity redundancy. We 
acknowledge the relevance of appropriate policy approaches 
that, while recognizing national circumstances, promote a 
pro-investment, fair, competitive, and non-discriminatory 
marketplace enhance the accessibility, affordability, quality 
and security of connectivity and digital services, and increase 
access to digital economic growth. We encourage the G20 
common goal of promoting universal and affordable access 
to the Internet by all people by 2025. G20 members also 

encourage promoting connectivity in rural areas for rural 
prosperity with a particular focus on poverty eradication and 
distance learning.

29:Digital Literacy
The digital divide recently is no longer just about access 
to technology, it is also about having the right skills and 
knowledge to use it. Possessing the right skills and knowledge 
as well ascreating consumer oriented digital environment has 
a direct impact on the ability of people to reap the benefits 
of digitalization for their personal and professional life. 
We encourage G20 countries to promote digital l i teracy 
strategies with a special focus on vulnerable groups and for 
labor market transformation. 

30:Bridging the Digital Gender Divide
We reconfirm the importance of bridging the digital divide 
in ways such as development of skills for digital literacy, 
enhancing digital access and adopting digital technologies 
with special attention to the digital gender divide, while 
wor k i ng t owa r ds t he 25 by 25 goa l t ha t G20 mem ber s 
committed to in Brisbane, and to people who are living in 
remote areas as discussed in earlier DETFs under the German 
and Argentinian presidencies. With our continuous support 
of EQUALS and G20 #eSkills4girls initiative, we reaffirm 
tha t the par t icipa t ion of women and gi r ls in the d igi ta l 
economy supports stronger economic growth, innovation, 
and inclusiveness and enhances societal well-being. We 
further encourage G20 countries to take actions to bridge the 
digital gender divide, including through the development of 
f rameworks to measure and track sex-disaggregated data, 
and to make efforts to increase women’s access to digital 
networks while addressing abuse and violent online behavior 
toward women, enhance women and girls’ participation in 
STEM (Science, Technology, Engineering and Mathematics), 
suppor t women’s en t repreneursh ip in d ig i ta l business 
and work within exist ing par tnerships and f rameworks. 
Technology should be accessible f or all. The G20 could 
explore using the existing G20 Toolkit for Measuring Digital 
Economy to add indicators on women in digital.

31:Inclusion of MSMEs and Entrepreneurs
M S M E s a n d e n t r e p r e n e u r s a r e i m p o r t a n t d r i v e r s o f 
innovation and the digital economy. Facilitative environment 
i n w h ic h MSM Es ca n a c t i ve l y t a k e pa r t i n t he d ig i t a l 
economy, including by using leapf rog technologies, are 
he lpf u l to c rea te an inclus ive and sus ta inable socie ty. 
The G20 will seek to exchange and share practices on the 
promotion and scale up of digital entrepreneurship.

32:Inclusive Design for people at all ages /Persons with disabilities
In addition to an approach where people develop additional 
skills to use digital technology, we acknowledge that digital 
technology, should be user-f riendly and human-centered, 
and should be designed for use by a diverse group of persons, 
including persons with disabilities, older persons, or those 
with lower digital skills. For example, the use of new digital 
interfaces such as sensors and VUI (Voice User Interface) 
could support inclusion of persons with disabilities and older 
persons.

33:Digital transformation of industries
Digitalization can contribute to economic growth and social 
development in a variety of sectors. Manufacturing, which 
is one of the most crucial industries in the global economy, 
is becoming more digitalized, networked and intelligent. 
The G20 will share good practices and experiences regarding 
digi ta l indust r ia l pol icy wi th a view to promot ing high 
qua l i t y inclus ive development of a l l sec tors includ ing 
manufacturing sector, and take actions to create a favorable 
environment globally. 

34:Smart Cities
To co n t r i b u t e t o s u s t a i n a b le a n d i n c l u s i v e g r o w t h i n 
u r ban a reas where mos t of t he wor ld’s popu la t ion and 
energy consumption are concentrated, the G20 encourages 
networking and experience-sharing among cities for the 
development of smart cities, recommended by the Business 
20 and the Urban 20. Implementations of smart cities should 
take into account transparency, resiliency, privacy, security, 
ef f iciency, and interoperabili ty. Cit ies and networks of 
cities that express an interest may join a Global Smart City 
Coali t ion, which has been proposed to be established in 
October. The G20 notes the upcoming "Super City/Smart City 
Forum" planned to be held on 29th of June in Osaka.

[Plan for action towards SDGs through digitalization] 
35:�In order to share the benef its of digitalization globally to 

contribute to the implementation of the G20 action plan on 
the 2030 agenda on sustainable development and leave no one 
behind, we will endeavor to share good practices and lessons 
learnt from their experiences in solving social problems by 
using the G20 Repository of Digital Policies.

36:�We encourage all stakeholders in their respective roles to 
work together in facilitating digitalization in developing 
countries and regions, as well as globally, by making use of 
good practices and knowledge-sharing. For this objective, 
all G20 members and other interested countries are invited 
to discuss how to make use of good practices and knowledge 
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of g r o u ps t h a t h a v e n o t be n e f i t t e d s u f f i c i e n t l y f r o m 
international trade, such as women, youth and MSMEs, while 
assisting them to seize the opportunities of international 
t r a d e . We w i l l c o n t i n u e t o s e e k t o e n a b l e e n h a n c e d 
participation by developing countries and MSMEs in Global 
Value Chains in increasingly meaningf u l ways. In th is 
context, we recalled the discussion last year on key factors for 
G20 trade and investment policy-making options to support 
the participation and increase value addition in agro-food 
Global Value Chains.

51:�W e t a k e n o t e o f  t h e “ B 2 0 T o k y o S u m m i t  J o i n t 
Recommendations: Society 5.0 for SDGs” as a voice of the 
business sector, while recognizing different national views on 
these proposals.

52:�We also take note of the adoption by the B20 of a “Business 
Voluntary Action Plan” which reflects views from the private 
sector and the intention of global businesses to strengthen 
efforts to jointly contribute to achieving the Sustainable 
Development Goals, through responsible business conduct.

53:�We shared information on business and policy examples 
that contribute to widespread and sustainable growth and 
inclusivity through trade and investment with the aim of 
learning from each other’s experiences, while acknowledging 
the different approaches of individual G20 Members, and 
noted the importance of the idea of Sanpoyoshi - benefitting 
the seller, the purchaser and society. These examples will be 
publicly available.

4. WTO reform and Recent Developments in Bilateral and Regional 
Trade Agreements
54:�Building on the G20 Leaders’ declaration in Buenos Aires, 

we will work constructively with other WTO Members to 
undertake necessary WTO reform with a sense of urgency, 
including in the lead-up to the Twelf th WTO Ministerial 
Conference.

55:�We recognize the importance of transparency of the WTO 
Members’ trade related policies. We note ongoing initiatives 
on t ranspa rency and not i f ica t ions wi th th is pu rpose in 
mind. We confirm our commitment to fulfilling our existing 
notification obligations.

56:�We also note ongoing initiatives to strengthen the activities 
of the WTO regular committees and bodies in order to make 
the WTO function more effectively.

57:�We c o n f i r m t h e i m p o r t a n c e o f t h e r o l e o f t h e W T O 

i n g e n e r a t i n g o p p o r t u n i t i e s a n d a d d r e s s i n g v a r i o u s 
challenges. We reiterate our support for the work to agree 
on comprehensive and eff ective disciplines on f isheries 
subsidies as mandated in MC11. We also note some ongoing 
initiatives for updating WTO rules.

58：�We reaff irm the importance of the Work Programme on 
electronic commerce.

59:�We note the ongoing discussion under the Joint Statement 
Initiative on electronic commerce.

60:�Participants in the respective Joint Statement Initiatives 
under the WTO welcome the ongoing discussion and confirm 
their commitment to achieve progress.

61:�In order to share the benefits of digitalization worldwide, 
we recognize that there is a need to enhance investment in 
inf rastructure focusing on ICT, including in developing 
count r ies, to f aci l i ta te their par t icipa t ion in the digi ta l 
econom y. We a l so ack nowled ge t he need f o r ca pac i t y 
building f or women, youth and MSMEs to benef i t more 
from digitalization. To this end, we will continue our effort 
to harness and enhance the potential of trade and the digital 
economy.

62:�We recognize the complementary roles of bi la tera l and 
regional free trade agreements that are WTO-consistent.

63:�We agree that action is necessary regarding the functioning 
of the dispute settlement system consistent with the rules as 
negotiated by the WTO Members.

III. Interface between Trade and the Digital Economy
64:�We, the G20 Trade Ministers and Digital Economy Ministers, 

recognizing the growing impact of digitalization on our 
societies and economies including in trade and commerce, 
reaffirmed the importance of the interface between trade and 
the digital economy as stated in the Buenos Aires Leaders’ 
declaration. We discussed related issues on the interface 
between trade and the digital economy.

65:�We exchanged views on various issues including the concept 
of data free flow with trust, WTO discussions on electronic 
commerce, and needs f or capaci ty bui ld ing, bea r ing in 
mind the importance of ensuring that all countries are able 
to realize their opportunities. Discussions should continue 
with a view to enhance the benefits of digitalization, which 

and to set actions into motion to collaborate, cooperate and 
support the efforts for digitalization, including advance 
p r o g r e s s t o w a r d s S D G s i n d e v e l o p i n g c o u n t r i e s a n d 
regions. We consider that digital governance is an essential 
leverage of prosperity, social inclusion and environmental 
sustainability with measurable results. We note the work of 
the Development Working Group for the Guiding Principles 
for the Development of Science, Technology, and Innovation 
for SDGs Roadmaps. We are committed to capacity-building 
around the world as a vehicle for implementing SDGs.

37:�The knowledge sharing activity will be supported by the 
World Bank and other relevant international organizations, 
within their existing mandates and core competencies and 
managed by interested G20 members and other interested 
countries.

7. Way Forward
38:�We will continue to work toward a human-centric future 

society, and emphasize the importance of working with all 
interested parties and stakeholders in sharing good practices 
and experiences, including inclusive digital economy 
business models, in digitalization to advance globally 
inclusive development of digital society.

39:�We recognize the role and contributions of the G20 
engagement groups and other civil societygroups in the G20 
process. We thank International Organizations, including the 
APT, ERIA, IMF, ITU, OECD, UNCTAD, WB, and WTO for 
contributing their expertise to the work of the G20 DETF and 
welcome their efforts to maximize the positive impact of the 
digital economy.

II. Trade
1. Dialogue on Trade Developments
40:�We, t he G20 Trade Min is t e r s , excha nged v iews on t he 

current trade environment. We agree that expanding trade 
and investment will be important factors to promote future 
widespread economic prosperity and sustainable growth.

41:�We note that trade and investment growth slowed in 2018 and 
that this is contributing to a weaker global growth outlook for 
2019-20 than previously projected. While growth is expected 
to increase in 2020, downside risks arising from the current 
trade environment could undermine this growth.

42:�We continued our dialogue to mitigate risks and enhance 
confidence among exporters and investors, as we committed 

to do in Mar del Pla ta last year. We af f irmed the need to 
handle trade tensions and to foster mutually beneficial trade 
relations.

43:�We s t r i v e t o r ea l i z e a f r ee , f a i r , n o n -d i sc r i m i n a t o r y, 
transparent, predictable and stable trade and investment 
environment, to keep our markets open.

44:�International trade is important for productivity, innovation, 
job creation and development. We recognize the contributions 
that the WTO has made to this end. We agree that act ion 
is necessary to improve the f unctioning of the WTO. We 
recognize our business community 's cal l f or the G20 to 
continue supporting the multilateral trading system.

2. Sound Business Environment that Promotes Market-Driven 
Investment Decisions
45:�We reaff irm that structural problems in some sectors can 

cause a negative impact, especially as the global economy 
has become more integrated. We will strive to ensure a level 
playing field and foster an enabling business environment.

46:�Many members affirm the need to strengthen international 
r u l e s o n i n d u s t r i a l s u b s i d i e s a n d w e l c o m e o n g o i n g 
in t e r na t iona l e f f o r t s t o im prove t r ade r u les a f f ec t ing 
agriculture. Many of us highlighted agricultural subsidies 
and agricultural market access.

47:�In order to foster an open, transparent and conducive global 
policy environment for investment, we recognize the value 
of improving open, non-discriminatory, t ransparent and 
predictable conditions for investment.

3 . P r o m o t i o n o f Tr a d e a n d I n v e s t m e n t t h a t C o n t r i b u t e t o 
Sustainable and Inclusive Growth
48:�Trade and investment have contributed to widespread and 

sustainable global growth, inclusivity,poverty reduction and 
sustainable economic development. In particular, Global 
Value Chains are important features of the global economy, 
which can help shape trade, investment anddevelopment. 

49:�There is recognition that the benefits of trade and investment 
have not been shared widely enough with all countries and 
all members of society, especially those who are vulnerable. 
We need t o en ha nce t he benef i t s o f t r ade a nd b roaden 
participation. We also need to better understand the effects 
of trade and investment, better communicate their benefits to 
our citizens, and address their challenges.

50:�We should promote, facilitate and increase the participation 
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is transforming every aspect of our economies and societies, 
a nd ca n con t r i bu t e t o economic g r ow t h , jo b c r ea t ion , 
inclusion, development and innovation.

IV. Towards the Osaka Summit
66:�With a view to deepening G20 cooperation in the area of 

Trade and Digi ta l Economy, we join t ly recommend our 
Leaders consider these important topics at the Osaka Summit.

ANNEX
G20 AI Principles 2 
The G20 supports the Principles for responsible stewardship 
of Trustworthy AI in Section 1 and takes note of the 
Recommendations in Section 2. 

Section 1: Principles for responsible stewardship of trustworthy AI 
1.1:�Inclusive growth, sustainable development and well-being 

Sta keholders shou ld proac t ively engage in responsible 
s t ewa rdsh i p of t r us t wor t h y AI in pu rsu i t of benef ic ia l 
ou tcomes f or people and the planet , such as augment ing 
human capabil i t ies and enhancing crea t ivi ty, advancing 
inclusion of underrepresented populations, reducing economic, 
social, gender and other inequalities, and protecting natural 
environments, thus invigorating inclusive growth, sustainable 
development and well-being.

1.2:Human-centered values and fairness 
a)�AI actors should respect the rule of law, human rights and 

democratic values, throughout the AI system lifecycle. 
These include freedom, dignity and autonomy, privacy and 
data protection, non-discrimination and equality, diversity, 
fairness, social justice, and internationally recognized 
labor rights.

b)�To this end, AI actors should implement mechanisms and 
safeguards, such as capacity for human determination, that 
are appropriate to the context and consistent with the state 
of art.

1.3:Transparency and explainability 
AI Actors should commit to transparency and responsible 
disclosure regarding AI systems. To this end, they should 
provide meaningful information, appropriate to the context, 
and consistent with the state of art: 
i.to foster a general understanding of AI systems;
ii.�to make stakeholders aware of their interactions with AI 

systems, including in the workplace;
iii.�to enable those affected by an AI system to understand the 

outcome; and,
iv.�t o ena b le t hose ad ve r se l y a f f ec t ed by a n AI sys t em 

to cha l lenge i t s ou tcome based on pla in and easy- to-
understand information on the factors, and the logic that 
served as the basis for the prediction, recommendation or 
decision.

1.4. Robustness, security and safety 
a) �AI systems should be robust, secure and safe throughout 

their entire lifecycle so that, in2 This Annex draws from 
the OECD principles and recommendations. conditions 
of normal use, foreseeable use or misuse, or other adverse 
conditions, they function appropriately and do not pose 
unreasonable safety risk. 

b)�To this end, AI actors should ensure traceability, including 
in rela t ion to da tase ts, processes and decisions made 
during the AI system lifecycle, to enable analysis of the AI 
system’s outcomes and responses to inquiry, appropriate to 
the context and consistent with the state of art.

c)�AI actors should, based on their roles, the context, and their 
ability to act, apply a systematic risk management approach 
to each phase of the AI system lifecycle on a continuous 
basis to address r isks rela ted to AI systems, including 
privacy, digital security, safety and bias.

1.5: Accountability 
AI actors should be accountable for the proper functioning 
of AI systems and for the respect of the above principles, 
based on their roles, the context, and consistent with the 
state of art. 

Section 2: �National policies and international co-operation for 
trustworthy AI 

2.1:Investing in AI research and development 
a ) G o v e r n m e n t s s h o u l d c o n s i d e r l o n g - t e r m p u b l i c 
investment, and encourage private investment, in research 
and development, including inter-disciplinary efforts, to 
spur innovation in trustworthy AI that focus on challenging 
technical issues and on AI-related social, legal and ethical 
implications and policy issues.
b)Governments should also consider public investment 
and encourage private investment in open datasets that are 
representative and respect privacy and data protection to 
support an environment for AI research and development that 
is free of inappropriate bias and to improve interoperability 
and use of standards.

2.2:Fostering a digital ecosystem for AI 
Governments should foster the development of, and access 
to, a digital ecosystem for trustworthy AI. Such an ecosystem 

includes in particular digital technologies and infrastructure, 
and mechanisms for sharing AI knowledge, as appropriate. 
In this regard, governments should consider promoting 
mechanisms, such as data trusts, to support the safe, fair, 
legal and ethical sharing of data. 

2.3 Shaping an enabling policy environment for AI 
a)�Gover n men ts shou ld p romote a po l icy en v i ron men t 

that supports an agile t ransition f rom the research and 
development stage to the deployment and operation stage 
for trustworthy AI systems. To this effect, they should 
consider using experimentation to provide a controlled 
environment in which AI systems can be tested, and scaled-
up, as appropriate.

b)�Governments should review and adapt, as appropriate, 
their policy and regulatory f rameworks and assessment 
mechanisms as they apply to AI systems to encourage 
innovation and competition for trustworthy AI.

2.4:�Building human capacity and preparing for labor market 
transformation 
a)�Governments should work closely with stakeholders to 

prepare for the transformation of the world of work and of 
society. They should empower people to effectively use and 
interact with AI systems across the breadth of applications, 
including by equipping them with the necessary skills.

b)�Governments should take steps, including through social 
dialogue, to ensure a fair transition for workers as AI is 
deployed, such as through training programs along the 
working life, support for those affected by displacement, 
and access to new opportunities in the labor market.

c)�Governments should also work closely with stakeholders 
to promote the responsible use of AI at work, to enhance 
the safety of workers and the quali ty of jobs, to foster 
entrepreneurship and productivity, and aim to ensure that 
the benefits from AI are broadly and fairly shared.

2.5:International co-operation for trustworthy AI 
a)�Governments, including developing countries and with 

stakeholders, should actively cooperate to advance these 
principles and to progress on responsible stewardship of 
trustworthy AI.

b)�Governments should work together in the OECD and 
other global and regional f ora to f oster the sharing of 
AI knowledge, as appropriate. They should encourage 
international, cross-sectoral and open multi-stakeholder 
initiatives to garner long-term expertise on AI.

c)�Governments should promote the development of multi-
stakeholder, consensus-driven global technical standards for 
interoperable and trustworthy AI.

d)�Governments should also encourage the development, 
and their own use, of internationally comparable metrics 
to measure AI research, development and deployment, 
and gather the evidence base to assess progress in the 
implementation of these principles.
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